
○ 加古川市制限付一般競争入札実施要綱 

 

令和２年９月９日 

総 務 部 長 決 定 

 

  （趣旨） 

第１条 この要綱は、加古川市（以下「市」という。）が実施する建設工事及び工事を

伴う設計委託業務（以下「工事等」という。）に係る制限付一般競争入札（以下「制

限付入札」という。）の実施に関し、加古川市財務規則（昭和44年規則第13号）、加古

川市契約事務取扱要領（平成７年３月31日総務部長決定）に定めるもののほか、必要

な事項を定めるものとする。 

  （定義） 

第２条 この要綱において制限付入札とは、次条に規定する工事等の発注に当たり、

公募による入札参加申込者のうち、加古川市建設工事入札参加者の資格格付及び選

定に関する要領（平成６年訓令甲第３号）別表及び加古川市設計委託業務等に係る入

札参加者の選定に関する要領（平成17年訓令甲第５号）の規定に基づき建設工事及び

設計委託ごとに定める入札参加資格を有する者の全てを当該入札に参加させる方式

の競争入札をいう。 

  （適用範囲） 

第３条  建設工事にかかる制限付入札は、特別な場合を除き、設計金額が２００万円

を超える全ての建設工事に適用する。 

２ 工事を伴う設計業務委託にかかる制限付入札は、設計金額が２００万円を超える

設計委託業務のうち、総務部長が指定するものに適用する。 

  （参加対象者） 

第４条  建設工事にかかる制限付入札の参加対象は、原則として市内に本店を有する

者（以下「市内業者」という。）とする。ただし、特殊工事、大規模工事その他の高

度な技術水準を要する工事については、市内に支店、営業所等を有し、かつ、加古川

市入札参加資格者名簿（建設工事）に当該支店、営業所等に契約締結権限を委任する

旨の登録を行っている者（以下「準市内業者」という。）についても参加対象とする。 

２  前項の規定にかかわらず、入札参加者の確保ができないと見込まれる場合には、

市内業者又は準市内業者以外の業者も参加対象とする。 

３ 工事を伴う設計委託業務にかかる制限付入札の参加対象は、加古川市入札参加資

格者名簿（測量・設計・コンサルタント）に登録されている者とする。 

  （入札参加者の公募） 

第５条  制限付入札の入札参加者の公募は、対象案件、入札参加資格、開札の場所及び

日時、契約条件等（以下「募集情報」という。）を次に掲げる方法で公表することに

より行うものとする。 

  (1)  市がインターネット上に開設した入札情報サービス（以下「入札情報サービス」

という。）への掲載 

  (2)  総務部契約検査課（以下「契約検査課」という。）における閲覧 

２  公表は、原則として毎月１日及び15日（その日が加古川市の休日を定める条例（平

成２年条例第１号）第２条に規定する市の休日（以下「休日」という。）に当たると

きは、その日後において最も近い日で、休日でない日）とする。 

  （手持工事数による参加申込の制限） 

第６条  建設工事にかかる制限付入札については、契約検査課契約及び上下水道局経

営管理課契約による手持工事（随意契約及び契約予定金額１億５千万円以上のもの



を除く。）が、指名競争入札によるものを含めて５以上ある者は、入札参加申込みが

できない。 

  （入札への参加申請） 

第７条  制限付入札に参加しようとする者（以下「入札参加希望者」という。）は、競

争入札参加資格確認申請書に必要事項を記載のうえ、募集情報に定められた参加申

請期限までに市長に提出しなければならない。 

２  前項に定める競争入札参加資格確認申請書には、参加する工事等の募集情報に定

められた資格を有する配置予定技術者に関する書類を添付しなければならない。 

  （資格審査） 

第８条  市長は、前条の参加申請を行った者（以下「参加申請者」という。）について、

入札参加資格の有無を入札前に審査のうえ決定する。 

２ 前項の決定につては、参加申請者へ通知するものとする。 

 （入札への参加申込） 

第９条 前条に定める資格審査において、入札参加資格を有する決定を受けた者（以下

「入札参加者」という。）は、別に定める入札書及び積算内訳書（工事を伴う設計委

託の場合は業務費内訳書）に必要事項を記載のうえ、募集情報に定められた入札書等

提出期限（以下「指定期限」という。）までに市長に提出しなければならない。 

２ 前項に定める書類のほか、募集情報に工事等の実績を要する旨を定めた場合にあ

っては、当該実績を証する関係書類を提出しなければならない。 

  （無効とする参加申込及び入札） 

第10条  無効とする参加申込み及び入札は、別に定める。 

  （制限付入札の中止） 

第11条  参加申請者がいないとき、又は第８条に規定する審査の結果、入札参加者が

いないときは、当該制限付入札は中止する。 

  （設計図書等） 

第12条  制限付入札に係る設計図書等の入手に係る費用は、入札参加の有無、競争入

札参加資格確認申請書の審査又は入札の結果にかかわらず、入札参加希望者の負担

とする。 

２  設計図書等に関する質問に対しては、その回答を入札情報サービス及び契約検査

課において公表する。 

  （開札） 

第13条  指定期限までに第９条に規定する方法により提出された入札書は、入札参加

者又は入札事務に関係のない職員を立ち会わせて、募集情報に定めた入札（開札）日

に開札する。 

  （くじによる落札者の決定） 

第14条  開札の結果、落札となるべき同価の入札をした者が２以上あるときは、くじ

により落札者を決定する。 

  （入札結果の公表）                                                                                                                                                                                                   

第15条  市長は、開札後、次に掲げる区分に応じ、当該各号に掲げる方法により、工事

等ごとの入札参加者の入札金額、落札者及び落札金額等を公表するものとする。 

  (1) 開札日  入札会場又は契約検査課における掲示 

  (2) 開札日の翌日以降  入札情報サービス及び契約検査課における閲覧 

  （落札者への通知） 

第16条  落札者を決定したときは、その旨を当該落札者に通知するとともに、契約手

続について説明を行うものとする。 

  （補則） 



第17条  この要綱に定めるもののほか、必要な事項は、別に定める。 

 

      附  則 

  （施行期日） 

１  この要綱は、令和２年10月１日から施行する。 

 （加古川市郵便応募型条件付き一般競争入札実施要綱の廃止） 

２ 加古川市郵便応募型条件付き一般競争入札実施要綱は、廃止する。 

 （経過措置） 

３ この要綱の規定は、この要綱の施行の日以後に公告する工事等から適用し、同日前

に公告する工事等については、なお従前の例による。 

      附  則 

   この要綱は、令和３年４月１日から施行する。 

附  則 

  （施行期日） 

１  この要綱は、令和７年４月１日から施行する。 

 （経過措置） 

２  この要綱の規定は、この要綱の施行の日以後に公告する工事等から適用し、同日

前に公告する工事等については、なお従前の例による。 

 

 


